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計画の策定にあたって 
 

 計画策定の趣旨及び位置付け 
⼩⾖島は、瀬⼾内海 最⼤ ⼈⼝ 有  島    温暖 瀬⼾内海の気候を活かし、オリーブの国内栽培の 

発祥地としても知られている。⽇本三⼤渓⾕の⼀つである寒霞渓、⼆⼗四の瞳映画村など、豊かな⾃然と歴史と  
あわせ、オリーブや醤油、胡⿇油、素麺   地域 魅⼒    産品 ⽬的 、年間100万⼈もの⽅が訪れる観光
のメッカとなっている。また、2010年（H22）  開催   瀬⼾内国際芸術祭    瀬⼾内海 島々 船と公共
交通とで周遊するといった新たな観光スタイルが定着するとともに、国内だけでなく海外からも多くの⽅々が来訪されて
いる。さらに、2015年（H27）には、⼩⾖島を含む「せとうち・海の道」が国⼟交通省 広域観光周遊      
⼤⾂認定されるなど、⼩⾖島地域における観光産業の重要性が⾼まっている。 

⼀⽅  離島指定 受  ⼩⾖島   約3万⼈(H22)の⼈々が⽣活しているが、他地域をしのぐ⼈⼝減少と 
少⼦化、⾼齢化の進展に伴い、将来的(H52)には、⼈⼝は約4割減少するとともに、2⼈に1⼈は65歳以上となり、
さらにその半数以上は75歳以上と、超⾼齢化社会を迎えることが予測されている。今後 ⾃分 ⾞ 運転      
住⺠ 増加     踏     現在 ⾃動⾞⼀辺倒 社会 ⾒直  必要    誰  安⼼  利⽤    
公共交通の担うべき役割が重要視されている。 

また、⼩⾖島地域では、⼟庄町、⼩⾖島町の両町にそれぞれある総合病院を統合し、2016年（H28）に⼩⾖
島中央病院を開院するとともに、2017年（H29）  統合⾼校 開校予定    両施設 ⽴地  池⽥地区
については、⼟庄地区、内海地区といった既往拠点に加え、新たなまちづくりの拠点としての重要性が⾼まっている。 

以上より、⼩⾖島地域では、地域の主要産業である観光について、さらなる振興を図るとともに、多くの来訪者の 
移動を⽀える公共交通基盤の整備が必要となっている。さらに、現在及び将来的な超⾼齢化社会を踏まえると、  
⼩⾖島地域 暮   訪  全  ⼈々 安⼼  利⽤   移動⼿段 確保 新病院 統合⾼校、新拠点とい
った新たなまちづくりに対応した公共交通網の形成が必要であることから、地域の真のニーズや課題に対応した、『⼩⾖
島地域公共交通網形成計画』を策定するものとする。 
 
 

 計画の区域 
本計画の区域は、⼩⾖島地域（⼟庄町、⼩⾖島町）とする。 

 
 

 計画の期間 
本計画の期間は、平成28年度 平成32年度の5箇年     

（うち 前期：平成28 30年度、後期：平成31 32年度） 
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１．地域の現状等 

1.1 ⼈⼝  
・2010年（H22）の居住⼈⼝は3.1万⼈。今後⼈⼝減少が進み、2040年（H52）には2.0万⼈（約3.5割減）
   ⾒込  少⼦⾼齢化 進  ⾼齢化率 2040年（H52）には45％まで増加する。しかも、75歳以上が
30％を占め、超⾼齢社会を迎えることが予測されている。 

⇒⾃分 ⾞ 運転    住⺠ 増加 ⽣活基盤   公共交通     重要   。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲⼈⼝推移 
 
 

▲年代別⼈⼝構成 
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1.2 主要施設分布  
・地域の主要施設は、両町の町役場の存在する、⼟庄地区、内海地区に集中している。 

⇒今後 統合病院及 統合⾼校 ⽴地    両地区 加  池⽥地区 重要性 ⾼    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.3 通勤  
・第3次産業の就業者数が7割で、通勤先は島内がほとんどである。 
・通勤通学    利⽤交通⼿段は、乗合バスがわずか1％であるの 対  ⾃家⽤⾞は69％を占める。 

⇒主 通勤⼿段 ⾃家⽤⾞  路線       利⽤      。 
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1.4 通学  
・通学地は島内が8割以上である。 
 ⾼校⽣ 通学⼿段 徒歩 ⾃転⾞       路線   3 4％程度 家族 ⾞ 送迎も2 3割ある。 
 距離別     徒歩 1km以内 ⾃転⾞ 4km程度 8割以上に達する。 

⇒⾼校からの徒歩圏域は約1km ⾃転⾞圏域 約4km程度 想定     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪参考；       運⾏状況≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

学校 台数 定員（合計）

池田小学校 4台 153名

安田小学校 2台 73名

小豆島中学校 5台 182名

▼スクールバスの運行状況

項目 費用（千円）

燃料費 2,438

修繕費 991

委託料 8,501

合計 11,930

▼スクールバスの運行費用（平成26年度）

【小豆島町】

学校 台数 定員（合計）

土庄小学校 7台 353名

土庄中学校 4台 190名

▼スクールバスの運行状況

【土庄町】

項目 費用（千円）

小学校スクールバス
運行委託料

18,375

中学校スクールバス
運行委託料

21,768

合計 40,143

▼スクールバスの運行費用（平成26年度）
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1.5 通院  
・島内の主な3病院  通院⼿段  ⾞（⾃分 運転） 49％ 家族 ⾞ 送迎 14％ 路線   11％。 
 路線  利⽤者 5割 家族 ⾞ 送迎 8割が70代以上であり、⾼齢になると⾃分で運転する以外の交通⼿段 
 で通院している状況が伺える。 

⇒⾼齢化が進むなか、⾼齢者等の通院⼿段を確保していく必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪参考；⼩⾖島中央病院の計画≫ 

・⼟庄中央病院と内海病院が統合し、⼩⾖島中央病院が開院予定（2016年4⽉）。 
 統合    医療内容 充実 救急医療体制 強化 図   。 
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≪参考；福祉  等 運⾏状況≫ 
・⼟庄町 ⼩⾖島町    以下 福祉   運⾏    。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲福祉   運⾏    
 
 
 

1.6 観光  
・主な観光施設は島の南部に点在している。島内での移動⼿段はマイカーが64％  路線   17％にとどまっている。
・    観光客数      毎年100万⼈程度 推移  いたものが 瀬⼾内国際芸術祭を開催した2013年 
112.6万⼈に増加。 
期間中 路線   平均利⽤者数  期間外 約2.6倍となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

出典）⾹川県観光客動態調査報告概要より
▲観光客数の推移 

▲芸術祭期間    ⽇平均利⽤者数（芸術祭線） 

資料：⼩⾖島      (株)（2013.3/20 11/4）
（うち期間中：3/20 4/21、7/20 9/1、10/5 11/4） 出典）H19 アンケート調査（⼩⾖島のバス交通活性化報告書 2007 年四国運輸局）

▲観光客の島内での移動⼿段 

▲主要観光施設の⼊込客数（2008 年） 
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２．上位計画 整理 

2.1 ⼟庄町         創⽣総合戦略（H27.10） 
 
【基本⽬標】 
（１）重要業績評価指標（KPI）を重視した⽬標設定 

 国  総合戦略    政策  基本⽬標  明確 設定     基  適切 施策 内容    政策      
を提⽰するとともに、政策の進捗状況について重要業績評価指標（KPI）で検証し、改善する仕組み（PDCAサイ
  ） 確⽴       

 本町      ⼟庄町         創⽣⼈⼝      ⽰ ⼈⼝ 経済 中⻑期展望 踏   実現    
重要業績評価指標（KPI）を重視した数値⽬標を設定します。 

 
（２）４つの「基本⽬標」 

 国           創⽣総合戦略     ⻑期      踏   ４  基本⽬標 設定       
  ⼟庄町         創⽣総合戦略       国 基本⽬標 勘案  本町 実情 合   基本⽬標  
次のように設定します。 

⼟庄町の 
基本⽬標 

＜基本⽬標①＞ ⼈ 流  創  
＜基本⽬標②＞ 魅⼒  産業 創  
＜基本⽬標③＞ ⼦育てを楽しめる環境を創る 
＜基本⽬標④＞ 時代に合った住みやすいまちを創る 

 
 
【基本的⽅向と具体的施策】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本計画に特に関連する項⽬
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2.2 ⼩⾖島町 ⼈⼝     総合戦略2015 2019（H27.10） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
本計画に特に関連する項⽬
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本計画に特に関連する項⽬
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2.3 都市計画区域マスタープラン（⼟庄・内海都市計画区域）（H24.10） 
 

（１）都市    ⽅針   基本理念 ⽬標 

■都市    基本理念 
豊  ⾃然 包       活⼒     成熟都市 

■都市づくりの⽬標 
⽣活利便性 良好 環境 兼 備  持続可能 都市圏 形成 
安全・安⼼で快適な都市の形成 
地域 素材 活    魅⼒的   の形成 
地域に育まれた資源の次世代への継承 
新たな連携によるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲⾹川県における集約型都市構造のイメージ 
 

（２）交通施設の都市計画の決定の⽅針 

■基本⽅針 
産業や観光振興に資する広域交通や、集約拠点の形成を⽀援する交通ネットワークの形成の促進、

また、超⾼齢社会に対応するとともに、地球温暖化防⽌に寄与する低炭素社会の実現に向けて、環境
負荷が⼩さく、⼈や環境にやさしい交通体系の構築を⽬指します。 

■交通体系の整備の⽅針 
ａ 広域交通体系の拡充  
＊⾼松や阪神⽅⾯へのアクセス機能を強化する海上交通の維持・拡充  
＊災害時    救援 復旧 復興活動 ⽀援      道路 防災対策 強化  安全 確実 道路       形成  

ｂ 集約型都市構造の形成を⽀援する交通体系の整備  
＊集約型都市構造 実現 向  集約拠点 形成  維持     拠点間 拠点       強化  道路       整備 
＊⽇常⽣活 ⽀  ⾃転⾞歩⾏者道 公共空間 拡充       化    安全性 利便性 快適性 ⾼ 交通空間 形成  

ｃ 持続可能な公共交通体系の形成  
＊  路線     向上 図  持続可能 公共交通体系 形成 努    
＊低炭素社会 実現        緑豊  快適 歩⾏者空間  環境負荷 低 ⾃転⾞ 利⽤    交通環境 整備 

   交通⾏動 転換 促進 
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2.4 ⾹川県離島振興計画（H25~H34年度）（⼩⾖島地域振興計画）（H25.4） 
 

（１）振興の基本⽅針 
瀬⼾内国際芸術祭 契機   観光客等   交流⼈⼝ 増加 継続    道路 港湾 漁港 農道等基盤

施設 整備 ⾏      医療 教育分野等    環境整備 遊休施設等 有効活⽤ 図    航路 島内
交通等   交通利便性等 維持 向上     努  ことにより、各島の産業の活性化並びに雇⽤機会の拡⼤
等 ⾏    今後  ⼀層 本地域    移住及 定住促進 図      

 
（２）具体的施策（抜粋） 

①交通の確保 
⼟庄町では、航路 維持 安全  安定的 輸送 確保 運賃 低廉化及 利⽤促進の実施に努める。

   本⼟ ⽐  物資 輸送  費⽤ 多    状況      流通 効率化  物資 流通 要  費
⽤の低廉化に向けた取組を促進する。 

     島内    住⺠ 重要 移動⼿段   路線   維持及 利⽤促進策等 実施するとともに、
道路 港湾及 漁港施設等     整備      順次実施      

航路 維持 利便性 向上  地域振興活動    不可⽋       住⺠ 単 利便性 受益者 
   航路    ⾏政 航路事業者 対  要望者 ⽴場       航路 経営改善 向  直接 間
接的に主体性をもった関与が求められている。 

     航路 維持 地域維持   ⼤  ⽬的    視点 ⽴  事業者 住⺠ ⾏政 三者 参加 
 意⾒調整 交流 場     出発             島内観光振興  外  働    含  経営
改善⽅策を検討する。 

⼩⾖島町      住⺠    ⽋        航路      維持及 安定的 輸送 確保    
 利⽤        運賃 低廉化   利⽤促進策 向上 努    

また、他地域と⽐べ、物資の輸送にも多くの費⽤がかかる状況であることから、費⽤の低廉化に向けた取組を
促進  流通 効率化 図   

島内唯⼀ 公共交通路線        島⺠ 観光客等 利便性 向上 図    新病院 建設 
県⽴⾼校 統合計画等     交通体系 ⾒直  向  各種対策 講    とともに、利⽤促進策 
     地域 実情 応  ⽀援 ⾏  島内    重要 移動⼿段   路線   維持確保 取 組
     道路 港湾等     整備      必要 応  順次実施    

 
②⾼齢者福祉の増進 

本地域    ⾼齢者 医療及 介護需要   多様     配慮    ⾼齢者 安⼼  ⾃⽴  ⽣
活を送ることができるように⽀援する。 

公⽴病院 統合及 ⼩学校 統廃合 伴 ⼟庄中央病院 各⼩学校 跡地     福祉施設等   
利⽤     有効 活⽤策 検討 ⾏     新しい病院の建設に伴い、交通弱者である⾼齢者の移動
⼿段 確保 不可⽋      研究調査 進       買 物⽀援 外出⽀援等 対策 検討する。 
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2.５ ⾹川せとうちアート観光圏整備計画（H27.3） 
 

（１）観光圏の区域 
「⾹川せとうちアート観光圏」は、観光圏整備法に基づく観光圏として、平成22年４⽉28⽇に国⼟交通⼤⾂

の認定を受け、⾹川県と８市９町が⼀体となって、２泊３⽇以上の滞在型観光の推進に取り組んでいる。 

⾹川県 ⾼松市 丸⻲市 坂出市 善通寺市 観⾳寺市 さぬき市 東かがわ市 三豊市 
⼟庄町 ⼩⾖島町 三⽊町 直島町 宇多津町 綾川町 琴平町 多度津町 まんのう町 

 
（２）⼩⾖島滞在促進地区 

【区域】 ⼟庄町⼟庄港周辺、⼩⾖島町草壁・坂⼿・池⽥港周辺 

 設定理由  琴平、塩江と並び本観光圏の三⼤温泉郷の⼀つで、圏域内有数の宿泊施設集積地区である。
岡⼭県 新岡⼭港 ⽇⽣港 兵庫県 神⼾港 姫路港 定期航路 結      本観光圏 海 ⽞関
⼝の⼀つとしての機能を有している。また、地区内の４つの港と⾼松港はフェリーや⾼速艇で結ばれており、とり
わけ⼟庄港と⾼松港間には、所要時間30分の⾼速艇が１⽇16 往復運航        離島      
圏域内 周遊  観光客     利便性 ⾮常 ⾼   

地区内には、⼩説「⼆⼗四の瞳」の舞台となった「岬の分教場」や、映画のロケで使⽤されたセットを公開して
いる「⼆⼗四の瞳映画村」、「ミシュラン・グリーンガイド四国WEB版」⼀つ星の「寒霞渓」、⽇本のオリーブ栽培
発祥の地「道の駅⼩⾖島    公園   銚⼦渓   数多  観光名所 景勝地    県内外  年間
100万⼈ 超  観光客 訪   本圏域 代表  観光地 ⼀     加  近年   豊島美術館 
  豊島横尾館   美井⼾神社 ANGER from the bottom    瀬⼾内国際芸術祭  契機     
 資源  若 ⼥性層 中⼼ ⼈気 集               昔   町並みや地場産業を活⽤し、
地元 ⼀体    取 組     迷路      醤 郷    新  観光資源 ⽣           
⼩⾖島観光               観光          ⾏        今後   ⼀層発展  
いくポテンシャルを秘めている。 

また、地区内では、NPO 法⼈やボランティアガイド協会などが、春、夏、秋毎に計24コースのまち歩きツアー
を実施しており、今後、圏域内の他地区と連携することにより、圏域横断型の滞在型プログラムへと展開してい
くことが可能である。こうしたことから、この地区を「主たる滞在促進地区」に設定し、本圏域の滞在促進の中核
として展開する。 

【宿泊施設数】64施設（収容⼈数 約5,500⼈） 
 

（３）観光圏整備計画の⽬標 
①来訪者 満⾜度 旅⾏消費額        ②平均宿泊⽇数・延べ宿泊者数、 
③滞在プログラム（まち歩き）参加者数、   ④その他の⽬標 

 
（４）計画期間 

平成27年度  31年度（５箇年） 
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３．公共交通の現状等 

3.1 航路 状況  
・⼩⾖島  空路 存在       船   渡   離島     国内最⼤の⼈⼝を有する島である。 
・⼩⾖島の主要拠点と⾼松市とを連絡する、⼟庄港・池⽥港・草壁港 ⾼松港航路      1⽇に49往復    
ー・⾼速船が運航する。⾼松側のバースが限られているため、運航時刻 変更 難  状況     

 宇野港 ⼟庄港航路      豊島 経由        旅客船  交互 運航     豊島 居住  学⽣ 
通学⼿段    利⽤ ⾒     

   他 ⼟庄港 新岡⼭港 ⼤部港 ⽇⽣港 福⽥港 姫路港 岡⼭ 関⻄⽅⾯  航路 就航      

⇒6  港 ⽞関⼝    ⾼松⽅⾯及 岡⼭ 関⻄⽅⾯ 1⽇81往復 船 運航。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；各社HPより（2015.11⽉現在） 

 
 
 
 
 
 
 

  

 
姫路港 福⽥港 

通常時；フェリー 7 往復 
期間①；フェリー 8 往復 
期間②；フェリー 10 往復 

⼤⼈ 1,520 円 ⾃動⾞ 9,230 円 
*1;運賃 ⽚道 ⾃動⾞ 5m 未満 
*2;期間①…H27.11.14~23 
*3;期間②…H27.12.30~H28.1.4 

⽇⽣港 ⼤部港 
フェリー 5 往復 

⼤⼈ 1,030 円 ⾃動⾞ 7,280 円 
*1;運賃は⽚道 
*2;⼤⼈は 2 等、⾃動⾞ 5m 未満  

新岡⼭港 ⼟庄港 
フェリー 13 往復 

⼤⼈ 1,050 円 ⾃動⾞ 7,300 円 
*1;運賃は⽚道、⾃動⾞ 5m 未満 
 

宇野港 豊島 ⼟庄港 
フェリー 9 往復 

⼤⼈ 1,230 円 ⾃動⾞ 8,590 円 
*1;運賃は⽚道（宇野 ⼟庄） 
*2;⾃動⾞ 5m 未満 

⾼松港 ⼟庄港 
フェリー 15 往復 

⼤⼈ 690 円 ⾃動⾞ 6,210 円 
⾼速船 16 往復 
⼤⼈ 1,170 円 

*1;運賃は⽚道、⾃動⾞ 5m 未満 
 

⾼松港 池⽥港 
フェリー 8 往復 
⼤⼈ 690 円 

⾃動⾞ 6,210 円 
*1;運賃は⽚道 
*2;⾃動⾞ 5m 未満 

⾼松港 草壁港 
フェリー 5 往復 

⼤⼈ 690 円 ⾃動⾞ 6,210 円 
⾼速船 5 往復 
⼤⼈ 1,170 円 

*1;運賃は⽚道、⾃動⾞ 5m 未満 
 

 
神⼾港 坂⼿港 

フェリー（平⽇） 3.5 往復 
フェリー（休⽇） 5 往復 

⼤⼈ 1,990 円 ⾃動⾞ 5,990 円
*1;平⽇ 便数  坂⼿港⾏  4 便  

神⼾港⾏  3 便 
*2;運賃 ⽚道 ⾃動⾞ 5ｍ未満 

（    通常料⾦） 
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3.2 路線   状況  

1）運⾏状況 
 ⼩⾖島       島内全域 運⾏      
 運賃 距離制  最⼤1,180円（⼟庄港 福⽥港）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2）利⽤状況 
 路線   平均利⽤者数  以下      
 島内 主要施設 観光施設 点在  坂⼿線 ⽥ 浦線及 南廻 福⽥線 利⽤者数 多   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

路線名 系統 １⽇当たり 年間 年間 平均 実⾞
キロ程 運⾏回数 運⾏⽇数 輸送⼈員 輸送⼈員 ⾛⾏  

坂⼿線（⼟庄港FT~坂⼿東） 19.2 Km 14.0回 366⽇ 115,630⼈ 11.3⼈ 196,688.4 Km

⽥ 浦線（⼟庄港FT~坂⼿東） 26.8 Km 3.0回 366⽇ 44,164⼈ 20.1⼈ 58,596.6 Km

南廻り福⽥線 28.7 Km 9.0回 366⽇ 70,765⼈ 10.7⼈ 189,002.4 Km

北廻 福⽥線 28.8 Km 9.0回 366⽇ 44,414⼈ 6.7⼈ 189,734.4 Km

⼤鐸線 8.7 Km 5.0回 366⽇ 10,998⼈ 3.0⼈ 31,842.0 Km

三都線 17.1 Km 6.8回 366⽇ 21,263⼈ 4.3⼈ 85,148.4 Km

四海線 11.1 Km 5.0回 366⽇ 11,084⼈ 3.0⼈ 40,626.0 Km

⻄浦線 10.4 Km 5.0回 366⽇ 16,519⼈ 4.5⼈ 38,064.0 Km

⼩部線 18.4 Km .5回 366⽇ 1,553⼈ 4.2⼈ 6,734.4 Km

神懸線 6.5 Km 4.3回 142⽇ 7,743⼈ 6.3⼈ 8,164.0 Km
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3.2 路線   状況  

3）年間収⽀ 
・⼩⾖島オリーブバス(株)の決算状況は以下のとおり。 
 経常利益については 毎年 約22,000千円の⾚字となっており、⼩⾖島の路線    国県町による補助によって、
維持・確保されている状況である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

出典；⼩⾖島オリーブバス(株)資料  

▼決算状況 （単位；1,000円）
区分 項⽬ 第3期 第4期 第5期 備考

(H23.10.1~H24.9.30) (H24.10.1~H25.9.30) (H25.10.1~H26.9.30)

1.売上⾼ 168,000 189,100 177,800

1)売上⾼ 113,200 140,200 129,600
2)業務委託収⼊ 46,000 43,800 43,600 スクール
3)その他売上 8,800 5,100 4,500

2.売上原価 31,100 37,800 37,400

1)燃料油脂費 29,800 35,900 35,700
2)斡旋⼿数料 500 600 600
3)外注庸⾞費 800 1,200 1,100

売上総利益 137,000 151,300 140,400

3.販売費及 ⼀般管理費 160,500 174,000 162,500

1)給与⼿当等 109,700 115,800 117,200
2)消耗品費 2,300 1,600 1,000
3)賃借料 7,300 7,600 7,400
4)保険料 1,800 1,800 2,200
5)⾞両修繕費 18,100 19,800 16,200
6)施設修繕費 0 300 100
7)租税公課 2,700 1,900 2,200
8)減価償却費 11,500 18,100 9,300
9)その他諸経費 4,200 4,200 4,500
10)    保守料 1,300 1,400 1,400
11)雑費 1,600 1,600 1,100

営業利益 -23,600 -22,700 -22,100

4.営業外利益 2,000 1,400 900

5.営業外損失 100 900 900

経常利益 -21,600 -22,100 -22,100

6.特別利益 31,600 25,000 32,800

7.特別損失 400 13,000 0

8.法⼈税 住⺠税及 事業税 1,700 200 300

当期純利益 7,900 -10,200 10,400
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3.2 路線   状況  

4）路線   運⾏形態 
 ⼩⾖島    路線   運⾏形態 以下      
 坂⼿線及 北廻  南廻 福⽥線 国庫補助路線    ⼩部線 ⼤鐸線 四海線 三都線 ⻄浦線 町委託 
路線  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5）その他 利⽤促進策 
   他 ⼟庄町 ⼩⾖島町及   事業者 実施    利⽤促進策 以下      
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【⼟庄町】
1.  利⽤促進
①職員出張時の⼟庄港までの交通費を回数券で⽀給。

・150 80円券を準備 ⇒183千円
②利⽤促進 啓発 毎⽉、町広報により周知。

2.⾼齢者運転免許⾃主返納⽀援事業
開始時期；平成23年4⽉1⽇
⽀給内容；①IruCaカード1万円分を⽀給

②写真  住⺠基本台帳    交付
（⼿数料免除）
③豊島地区限定；航路回数券及 

IruCaカード 合計1万円分⽀給
申請者数；37名（H27.3.28現在）

3.豊島地区    電動    ⾃転⾞ 運⽤
実施概要；設置台数40台 1⽇4時間以内 1,000円
利⽤実績（H26年度）；稼働⽇数 276⽇

利⽤⼈数 4,866⼈
（平均17.6⼈/⽇）

【⼩⾖島町】
1.  利⽤促進
①    通勤者 対  路線  利⽤  転換呼    

・23名 定期利⽤（H27.2⽉末現在） ⇒4,224千円
②毎週⽔曜⽇を「ノーマイカーデー」に設定。

・35名が参加（H27.2⽉末現在） ⇒892千円
2.⾼齢者運転免許⾃主返納⽀援事業

開始時期；平成23年4⽉1⽇
⽀給内容；①バス回数券（⽉2冊）または

IruCaカード6,000円分を3年間⽀給
②写真  住⺠基本台帳    交付
（⼿数料免除）

申請者数；60名（事業開始から262⼈）
⽀援⾦額；8,361千円

3.路線  利⽤促進活動補助⾦交付事業
対象事業；①地元商店        企画切符 発⾏等

②     活⽤  路線   利⽤促進
③通勤時等利⽤促進活動
④交通結節点における施設提供（待合所等）
⑤  他 路線  利⽤促進 効果的 事業

補助⾦額；① ③ 対象経費の1/2（10万円 限度）
④ 駐⾞場（1台分   年間2万円）

駐輪場 待合所（ 1ヶ所に  年間2万円）
⑤町⻑ 必要 認  額

申請件数；2件
補助⾦額；60千円

【オリーブバス】
1.神懸線 運⾏期間延⻑
 運⾏⽇数拡⼤（年間166⽇） 春 運⾏便数4便⇒6便

2.各  停 時刻表変更（⽂字 ⼤  ）
3.路線   時刻表及 運賃表 作成

池
⽥
庁
舎
前 
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3.3 路線       （住⺠     ） 
1）調査概要 

 路線   係 住⺠ ⽅ 意⾒ 把握     以下      調査 実施    
 対象 ⼟庄町 ⼩⾖島町 住⺠        票 郵送配布 郵送回収⽅式   調査 依頼    
（※住⺠基本台帳   5,000⼈を無作為抽出。ただし、地区別に抽出割合は考慮。） 
・回答数は1,476票    回収率 30％であった。・回答者の居住地は、⼟庄町・⼩⾖島町のそれぞれで約半数ずつ
    男⼥⽐  男性 約4割 ⼥性 約6割     年代  60代以上の⽅が6割を占めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

⼟庄町
49%

⼩⾖島
町

49%

無回答
1%

回答数
1,476⼈

▼回答者属性（町別）

男性
39%

⼥性
59%

無回答
2%

回答数
1,476⼈

▼回答者属性（性別）
10代
1%
20代
3%

30代
6%

40代
7%

50代
19%

60代
28%

70代
21%

80歳以上
11%

無回答
2%

回答数
1,476⼈

▼回答者属性（年代）
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3.3 路線       （住⺠     ） 

2）買 物⾏動 
【主な⽬的地】 
・回答者  買 物 ⾏動 主 ⽬的地   ⼟庄役場周辺  約6割、「内海庁舎周辺」が約2割強と多い。 
 居住地別 流動     ⼟庄町及 池⽥地区 ⽅  ⼟庄役場周辺   内海地区 ⽅  内海庁舎周辺  集
まっており、最寄りの地域拠点で主に買い物をしていることがうかがえる。 

 現在   利⽤者 ⽅ 回答  全⼿段 約4％程度     買 物先 傾向 全⼿段 同様   。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

57.3%

5.1%

0.5%
1.6%

0.7%

21.9%

0.2%
0.2%
0.1%

3.4%

1.0%
8.0%

⼟庄町役場周辺

⼟庄港周辺

池⽥港周辺

⼩⾖島町役場池⽥庁舎周辺

草壁港周辺

⼩⾖島町役場内海庁舎周辺

坂⼿港周辺

⼤部港周辺

福⽥港周辺

⾼松市

岡⼭県

その他

延べ回答数
1,568⼈

▲「買い物」の⽬的地（全⼿段）
注）複数回答あり

54.8%

6.5%
1.6%

3.2%

22.6%

4.8%

3.2%
3.2%

⼟庄町役場周辺

⼟庄港周辺

池⽥港周辺

⼩⾖島町役場池⽥庁舎周辺

草壁港周辺

⼩⾖島町役場内海庁舎周辺

坂⼿港周辺

⼤部港周辺

福⽥港周辺

⾼松市

岡⼭県

その他

延べ回答数
62⼈

▲ 買 物  ⽬的地（  利⽤  ）
注）複数回答あり
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3.3 路線       （住⺠     ） 

2）買 物⾏動 
 利⽤交通⼿段  
・ 買 物 ⾏動 利⽤交通⼿段   ⾃家⽤⾞（⾃分 運転）  6割以上 多   路線    4％程度     
 全⼿段     買 物  頻度 ⾼   週 1回以上」買い物に出かける⼈が約9割を占める。 
         利⽤者 ⽅           毎⽇  ⽅      週 2 3回」が約4割弱、「週に1回程度 
が約3割、「⽉に1 2回程度      約3割 回数頻度 低        

 交通⼿段別 外出頻度     全体平均 11.3回/⽉     対  路線    6.6回/⽉となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

3.9%
8.3%

4.8%

4.2%
0.2%

65.5%

11.2%

0.4% 1.5%
徒歩

⾃転⾞

⾃動⼆輪

路線  

福祉バス

⾃家⽤⾞（⾃分 運転）

⾃家⽤⾞（送迎）

タクシー

その他

延べ回答数
1,459⼈

▲ 買 物 ⾏動 利⽤交通⼿段
注）複数回答あり
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3.3 路線       （住⺠     ） 

2）買 物⾏動 
【時間帯】 
・ 買 物  時間帯  ⾏   9 10時台  最 多     以降 時間帯  出       
帰りも同様に、「11 12時台  最 多     以降 時間帯 帰     ⽅     

 ⼀⽅   利⽤者 ⽅     ⾏   9 10時台」がほとんどであり、帰りも「11 12時台」が最も多い。 
・「買い物」とあわせて、何らかの⽤事を済ませる⼈が約8割以上   銀⾏ 通勤 通院   ⽐較的多   
  利⽤者 ⽅     同様 傾向       買 物+1⽬的  多  銀⾏ 通院 主   。 
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習い事・レジャー

親戚 友⼈宅訪問

その他

延べ回答数
1,383⼈
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▲「買い物」の時間帯（全⼿段）
▲ 買 物      ⾏ ⾏動（全⼿段）

「買い物」のみ 202⼈
「買い物」
+1⽬的 1,190⼈

「買い物」
+2⽬的 64⼈

「買い物」
+3⽬的以上 20⼈

回答数 1,476⼈

注）複数回答あり

注）複数回答あり
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3.3 路線       （住⺠     ） 

3）通院⾏動 
【主な⽬的地】 
・回答者  通院 ⾏動 主 ⽬的地   ⼟庄役場周辺   内海庁舎周辺   約3割と多いが、「⾼松市」も約2割
と多い。 

 居住地別 流動      ⼟庄役場周辺   内海庁舎周辺 及  池⽥庁舎周辺  中⼼   流動 多   
また、「⾼松市」への通院も⽐較的多い。 

 現在   利⽤者 ⽅ 回答  全⼿段 約7％程度      ⾼松市  割合 全⼿段 ⽐ 多 。 
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7.6%

22.8%

23.9%

2.2%

1.1% ⼟庄町役場周辺

⼟庄港周辺

池⽥港周辺

⼩⾖島町役場池⽥庁舎周辺

草壁港周辺

⼩⾖島町役場内海庁舎周辺

坂⼿港周辺

⼤部港周辺

福⽥港周辺

⾼松市

岡⼭県

その他

延べ回答数
92⼈

▲ 通院  ⽬的地（  利⽤  ）
注）複数回答あり

32.5%

3.3%

6.6%
2.0%

5.0%

25.8%

0.1%

0.1%

15.4%

1.9%
7.2%

⼟庄町役場周辺

⼟庄港周辺

池⽥港周辺

⼩⾖島町役場池⽥庁舎周辺

草壁港周辺

⼩⾖島町役場内海庁舎周辺

坂⼿港周辺

⼤部港周辺

福⽥港周辺

⾼松市

岡⼭県

その他

延べ回答数
1,444⼈

▲「通院」の⽬的地（全⼿段）
注）複数回答あり
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3.3 路線       （住⺠     ） 

3）通院⾏動 
 利⽤交通⼿段  
・ 通院 ⾏動 利⽤交通⼿段   ⾃家⽤⾞(⾃分で運転)」が6割 多    路線    割合 7％と「買い物」より
⾼い。 

 全⼿段     通院  頻度   ⽉ 1 2回程度  ｢年 数回程度｣ 約4割である。 
 ⼀⽅      利⽤者 ⽅         「⽉に1 2回程度  約6割と増加している。 
｢年 数回程度｣ 約3割と全⽬的に⽐べやや減少するものの、逆に「週に1回程度  約1割と増加する。 

 交通⼿段別 外出頻度     全体平均 2.9回/⽉     対  路線    3.8回/⽉とやや多くなっている 
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56%
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4%
ほぼ毎⽇

週に2 3回

週に1回程度

⽉に1 2回程度

年 数回程度

年 1回未満

延べ回答数
84⼈

1%

5%
5%

41%40%

8%

延べ回答数
1,265⼈

▲ 通院  頻度

＜全⽬的＞ ＜  利⽤  ＞

注）複数回答あり
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6.5%
0.4%

57.8%

11.6%

1.2%

7.8%
徒歩

⾃転⾞

⾃動⼆輪

路線  

福祉バス

⾃家⽤⾞（⾃分 運転）

⾃家⽤⾞（送迎）

タクシー

その他

延べ回答数
1,313⼈

▲ 通院 ⾏動 利⽤交通⼿段
注）複数回答あり
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8.3%

4.8%

4.2%
0.2%

65.5%

11.2%

0.4% 1.5%
徒歩

⾃転⾞

⾃動⼆輪

路線  

福祉バス

⾃家⽤⾞（⾃分 運転）

⾃家⽤⾞（送迎）

タクシー

その他

延べ回答数
1,459⼈

▲再掲； 買 物 ⾏動 利⽤交通⼿段
注）複数回答あり
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3.3 路線       （住⺠     ） 

3）通院⾏動 
【時間帯】 
・ 通院  時間帯  ⾏   7 8時台」、「9 10時台」と午前中の早い時間からのお出かけが多い。 
帰りは「11 12時台」が最も多く、「朝出て昼には帰る」というパターンが多いと思われる。 
     利⽤者 ⽅      同様 傾向       

・「通院」と合わせて、何らかの⽤事を済ませる⼈が約7 8割程度   買 物     ⾏動 多   
  利⽤者 ⽅     同様 傾向   。 
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延べ回答数
1,119⼈
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▲「通院」の時間帯（全⼿段）
▲ 通院      ⾏ ⾏動（全⼿段）

「通院」のみ 416⼈
「通院」+1⽬的 1,015⼈
「通院」+2⽬的 32⼈
「通院」
+3⽬的以上 13⼈

回答数 1,476⼈
注）複数回答あり

注）複数回答あり
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3.3 路線       （住⺠     ） 

4）  他⾏動 
【主な⽬的地】 
・回答者の   他⽬的      通勤 銀⾏ 約2割 役場⼿続 習 事 友⼈宅訪問   約1割を占める。 
 居住地別 流動      ⼟庄役場周辺   内海庁舎周辺     池⽥庁舎周辺  中⼼ 移動       
また、「⼤部港周辺」「福⽥港周辺」を中⼼とした動きのほか、「⾼松市」の移動も多い。 

 現在   利⽤者 ⽅ 回答  全⼿段 約6％程度      ⾼松市  割合 全⼿段 ⽐ 多      。 
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銀⾏  ⾦融機関

習い事・レジャー

親戚 友⼈宅訪問

その他

延べ回答数
1,104⼈

▲「その他」の⽬的内訳
注）複数回答あり
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1.2%
4.9%

6.2%

23.5%
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4.9%

4.9%

13.6%

3.7%

3.7%

延べ回答数
81⼈
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2.9%
4.0%
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延べ回答数
1,289⼈

▲「その他」の⽬的地

⼟庄町役場周辺 ⼟庄港周辺 池⽥港周辺
⼩⾖島町役場池⽥庁舎周辺 草壁港周辺 ⼩⾖島町役場内海庁舎周辺
坂⼿港周辺 ⼤部港周辺 福⽥港周辺
⾼松市 岡⼭県 その他

＜全⽬的＞ ＜  利⽤  ＞

注）複数回答あり
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3.3 路線       （住⺠     ） 

4）  他⾏動 
 利⽤交通⼿段  
・   他 ⾏動 利⽤交通⼿段   ⾃家⽤⾞(⾃分で運転)  多      路線    割合 6％程度存在   
 頻度          利⽤者 ⽅      毎⽇  通勤 通学⽬的     
   銀⾏      週 1回程度 以上       ⽐較的利⽤頻度 ⾼   

・その他の⽬的は、｢⽉に1 2回程度｣       頻度的  低  
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21%

6% ほぼ毎⽇

週に2 3回
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⽉に1 2回程度

年 数回程度

年 1回未満

延べ回答数
70⼈

21%

17%

17%

31%

12%

2%

延べ回答数
1,173⼈

▲   他  頻度

＜全⽬的＞ ＜  利⽤  ＞

▲   他 ⾏動 利⽤交通⼿段
注）複数回答あり
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⾃転⾞

⾃動⼆輪

路線  

福祉バス

⾃家⽤⾞（⾃分 運転）

⾃家⽤⾞（送迎）

タクシー

その他

延べ回答数
1,212⼈
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3.3 路線       （住⺠     ） 

5）新病院 利⽤意向 
 利⽤意向】 
・回答者のうち、新病院 利⽤意向 全体 7割強である。 
 利⽤   理由      診療内容 充実   最新 機器 設備   ⾃宅 職場  近      意⾒ ⾼   
ものの、「ついでの⽤事」については回答数が低かった。 

 利⽤    思   理由            病院       多   島外 ⽅ 最新設備 整         
 ⾃宅 職場  遠    交通⼿段 不便    移動 不便  挙    ⼈ 多       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

74.5%

21.5%

4.1%

  （利⽤   ）
   （利⽤    思   ）
無回答

回答数
1,476⼈

▲新病院 利⽤意向



27 
 

3.3 路線       （住⺠     ） 

5）新病院 利⽤意向 
 地域別利⽤意向及 利⽤交通⼿段（想定）  
・新病院 利⽤意向 地域別          地域 8割近 ⽅  新病院 利⽤     回答      

 地域別利⽤交通⼿段別           ⾃家⽤⾞(⾃分で運転)  想定        ⽐較的 路線   
便利    ⼟庄港周辺   ⼩⾖島内海     路線    想定    ⼈ 多   

    現在 直通便 無  ⼟庄町渕崎 ⼤部        路線      通院 想定     ⽅   。 
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3.3 路線       （住⺠     ） 

6）路線   利⽤意向 
 利⽤意向  
・現在 路線   利⽤    ⼈ 1割程度   将来的 利⽤意向   ⼈ 7割以上である。 
・代表交通⼿段別※     現在 ⾃家⽤⾞（⾃分 運転）  約半数以上  ⾃動⾞ 使      時  
路線   利⽤    回答       約3割が70代以上である。 

※全  ⽬的    最 頻度 ⾼ 交通⼿段  代表交通⼿段    設定  
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3.3 路線       （住⺠     ） 

6）路線   利⽤意向 
 改善   点 利⽤頻度  
 現在 路線   利⽤    ⼈ ⽉当  平均利⽤回数 4.3回/⽉である。 
 改善   点   運賃体系 ⾒直   最 多     伴 利⽤回数 増加⾒込  ⼤    
  他        停 ⾒直    乗 継  少        重視     。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 主 ⾃由意⾒  
  ⾃家⽤⾞         移動⼿段    新病院 利⽤      便利   欲    
  乗継   ⼩⾖島新病院 ⾏  運⾏         ⼀番 望   
  ⼦供宅 2 泊 不便 病院通                ⾏  病院 期待       
  乗継                  無理     乗換  待 時間 10 分以内に。 
  離島（豊島）   船 時間 間 合     
     船 連絡    良        
  ⾞両 ⼩    良   便数 増   欲    
     ⾞椅⼦ 乗  とよい。 
 ・ショッピングセンターまたはふれあい広場とバスステーションを合体。待ち時間を有意義に過ごせる。 
  運賃 安   便数 増    ⼦供    使      今 親 送迎 必須        
  運⾏      停位置 全 知      利⽤           県外 者        。 

※増加回数 ＝∑（回答者増加回数）÷  利⽤者数 
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3.4 病院アンケート（来院者アンケート） 
1）調査概要 

 既存 病院 来院    ⽅ 意⾒ 把握     以下      調査 実施    
・対象は以下の病院施設への来院者とし、アンケート票の留置 回収⽅式により調査を依頼した。 
・回答数は⼩⾖島町で317票、⼟庄町で243票と、合計560票  意⾒ 得   
 性別   ⼥性 約6割 占  年代  7割近くが60代以上であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

NO. 施設名 住所 設置部数 回収状況

⼩⾖島町 1 内海病院 ⼩⾖島町⽚城甲44-95 - 138票

2 牟礼病院 ⼩⾖島町安⽥甲33 30部 2票

3 もり内科 ⼩⾖島町⻄村甲1468-1 30部 26票

4 ⼩⾖島病院 ⼩⾖島町池⽥2519-4 30部 25票

5 池⽥内科クリニック ⼩⾖島町池⽥1-6 30部 126票

⼟庄町 1 ⼟庄町⽴⼟庄中央病院 ⼟庄町淵崎甲1400-2 320部 243票

3 ⼤森外科医院 ⼟庄町淵崎甲2137-5 30部

4 三枝医院 ⼟庄町甲420 30部

5 外園医院 ⼟庄町甲730-5 30部

6 平井クリニック ⼟庄町甲1360-105 30部

7 みなと診療所 ⼟庄町伊喜末81-32 30部

8 三浦眼科医院 ⼟庄町淵崎甲1940 30部

合計 560票

▼病院アンケート回収内訳
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3.4 病院アンケート（来院者アンケート） 

2）利⽤頻度 
 来院者 利⽤頻度      ⽉ 1 2回程度  約5割  年 数回程度  約3割である。 
また、「週に1回以上」は、全体の約1割程度     

 年代別     50代以上から急激に「⽉に1 2回程度  病院       ⾼     
70代以上では約1割が、80代以上では約2割が「週に1回以上」の来院である。 
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3.4 病院アンケート（来院者アンケート） 

3）利⽤時間帯 
・来院者 利⽤時間帯     来院時刻  午前中 昼過   帰宅時刻  昼    ⼣⽅   時間帯  
移動が多い。 

 地域別     ⼟庄町 病院  ⽐較的⻑ 時間帯 利⽤         ⼩⾖島町 病院  来院 朝⽅ 
帰宅 昼前           。 
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▲利⽤時間帯（全体）
注）複数回答あり
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注）複数回答あり
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3.4 病院アンケート（来院者アンケート） 

4）利⽤交通⼿段 
・来院者 利⽤交通⼿段     約6割  ⾃家⽤⾞（⾃分 運転）      路線    5％程度     
    ⾃家⽤⾞（送迎）  割合  約2割程度      

 病院別      路線   利⽤ 少   近場  徒歩 ⾃転⾞  遠⽅  ⾃家⽤⾞（運転＆送迎）  依存
している。 
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3.4 病院アンケート（来院者アンケート） 
 
≪参考；来院者の居住地分布≫ 

・各病院におけるアンケート回答者の居住地分布を以下に⽰す。 
（なお、「牟礼病院」の回答者は2名であり、いずれも⼩⾖島町の居住者であった。） 
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3.4 病院アンケート（来院者アンケート） 

5）新病院の利⽤意向 
・新病院 利⽤意向     内海病院 ⼟庄町内 病院  利⽤意向 ⾼   
  新病院 利⽤  理由       診察内容 充実   最新 機器 設備    意⾒ 多  新病院  期待 
⼤きいことがわかる。 

 反対  利⽤   理由       ⾃宅 職場 近            病院       意⾒ ⾼  ⽴地場所
や、医師やスタッフとの信頼関係が、現時点における来院先の選択要素としてあげられていることが分かる。 
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3.4 病院アンケート（来院者アンケート） 

6）新病院利⽤意向者 利⽤交通⼿段 
・新病院 利⽤意向   ⽅ 利⽤交通⼿段          約6割  ⾃家⽤⾞（⾃分 運転）      ⾃家
⽤⾞（送迎）  約2割  路線    8％程度     

     路線   利⽤ 想定       利便性 良  内海病院 ⼟庄町 病院 ⽅      今後 公共交
通網 検討     地域住⺠  認知度向上    図   重要 思     
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3.4 病院アンケート（来院者アンケート） 

7）新病院利⽤            ⽅向性 
・新病院周辺 利⽤   施設     以下         買 物   銀⾏       複数 ⽬的 可能    
施設配置や、仕組みづくりが求められていると考えられる。 

         喫茶店     休憩施設的 場所 求  声 ⽐較的⾒   ⼈々 気軽      空間     
      ⽅向性   留意       考      

 
     公共交通  期待      通院 ⽀援     運⾏   回答 ⾼        他意⾒     
 運賃 安    病院  ⾏    （無料  低価格）    乗 換       運⾏      （     
ス・家や病院の近く）」といった声があがっている。 
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3.5 通学アンケート 
1）調査概要 

 統合⾼校  通学 関  意⾒ 把握     以下      調査 実施    
・対象は以下の⼟庄町及び⼩⾖島町の中学⽣とし、アンケート調査を依頼した。 
・回答数は566票 回収率 85.5％であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

▼通学アンケート回収内訳
中学校 ⽣徒数 回答者数（⼈） 回答率

（⼈） 学年別 計
⼩⾖島中学校 340 1年⽣ 89 307 90.3%

2年⽣ 112

3年⽣ 106

⼟庄中学校 311 1年⽣ 77 248 79.7%

2年⽣ 77

3年⽣ 94

豊島中学校 11 1年⽣ 3 11 100.0%

2年⽣ 3

3年⽣ 5

計 662 1年⽣ 169 566 85.5%

2年⽣ 192

3年⽣ 205
出典;⼩⾖地域の統合⾼校に関するアンケート調査（⾹川県教育委員会⾼校教育課調べ）
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3.5 通学アンケート 

2）統合⾼校  利⽤⼿段 
・将来の⾼校⽣となる0 14歳⼈⼝は⼟庄、池⽥、内海地区の中⼼部に多いが、全域に薄く・広く分布している。 
 通学     調査 結果     路線    通学意向 ⼟庄町 2割、⼩⾖島町で3割強ある。 
 通学時 懸念事項     交通事故         等 便数 少       ⾼額 運賃 定期代  多    
れている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

▲統合⾼校  利⽤交通⼿段（予定）

▲通学    懸念事項

0% 10% 20% 30% 40% 50%

徒歩

自転車

路線バス

船

自家用車等送迎

未定

土庄町 小豆島町

0% 10% 20% 30% 40%

何も心配することはない

バス又は船の便数が少ない

バス又は船の乗継ぎが不便

バス又は船の高額な運賃及び定期代

荒天時の船の停船

通学路での交通事故

その他

出典）⼩⾖地域の統合⾼校に関するアンケート調査（⾹川県教育委員会⾼校教育課調べ）

出典）⼩⾖地域の統合⾼校に関するアンケート調査（⾹川県教育委員会⾼校教育課調べ）
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3.5 通学アンケート 

3）統合⾼校  利⽤⼿段（地区別） 
・統合⾼校  通学⼿段    路線     利⽤ 想定    ⽣徒 91⼈であり、他の交通⼿段とあわせて、
路線  利⽤ 想定    ⽣徒 146⼈の合計237⼈であった。（回答者の約4割） 

      現在 直通   無 ⼟庄町  渕崎  四海  ⼤鐸  北浦  ⼤部 地区    47⼈ 路線  利⽤ 
想定している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

出典）⼩⾖地域の統合⾼校に関するアンケート調査 
         （⾹川県教育委員会⾼校教育課調べ）
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4．地域公共交通 役割 課題整理 

4.1 地域公共交通の役割 

１）⼟庄町         創⽣総合戦略 に基づく役割 
◆ 基本⽬標①；⼈ 流  創  

 ⼈ 流  創       (1)交流⼈⼝ 増加   賑     」と｢(2)移住 定住   流⼊⼈⼝ 増加｣   
基本的⽅向   掲       地域公共交通     島内    周遊性向上   観光利便性 強化   
ともに、⼩⾖島地域に暮らす、訪れる、全ての⼈々が安⼼して移動できる交通⼿段となり、観光⾯及び⽇常⽣活⾯
    利便性向上 果     求      。 

 
◆ 基本⽬標②；魅⼒  産業 創  

・魅⼒  産業 創るためには、「(1)地場産業の強化による安定した雇⽤」と｢(2)地域経済 牽引  新  活⼒
創出｣が基本的⽅向として掲げられており、地域公共交通 利便性向上 、通勤⾏動 ⽀援      魅⼒  
産業創りに寄与するものと考えられる。 

 
◆ 基本⽬標③；⼦育てを楽しめる環境を創る 

・⼦育てを楽しめる環境を創るためには、「(1)結婚  ⼦育    切 ⽬  ⽀援  ｢(2)ワークライフバランスの  
推進｣が基本的⽅向として掲げられており、地域公共交通としては、⼦育て⽀援、特に⼩⾖島地域における⼦どもた
  通学⾏動 ⽀援  ⼦     安全 安⼼ 移動         保護者 地域  負担軽減 寄与   
ことが求められている。 

 
◆ 基本⽬標④；時代に合った住みやすいまちを創る 

・時代に合った住みやすいまちを創るためには、「(1)安⼼・安全・安定のまちづくり」と｢(2)既存ストックの有効活⽤｣、
「(3)連携中枢都市圏による広域連携の推進」が基本的⽅向として掲げられており、安⼼できる⽣活基盤の整備、 
     医療体制 整備    、地域公共交通は、新病院へのアクセス、特に⾼齢者が安⼼できる移動を確保す
ることが求められている。 

 

２）⼩⾖島町創⽣総合戦略 に基づく役割 
◆ 基盤    施策①；⼩⾖島中央病院 核   地域医療 充実 

・⼩⾖島中央病院 核   地域医療 充実 図 ためには、地域公共交通としては、新病院へのアクセス、特に⾼
齢者が安⼼できる移動を確保することが求められている。 

 
◆ 基盤をつくる施策②；新しい⾼校を活かした⽂武両道の⼈づくり 

・新しい⾼校を活かした⽂武両道の⼈づくりのためには、地域公共交通としては、統合⾼校  通学⾏動 ⽀援  ⼦
どもたちが安全で安⼼な移動ができるとともに、保護者や地域への負担軽減に寄与することが求められている。 

 
◆ 基盤をつくる施策③；利⽤者 視点 ⽴  公共交通 再⽣ 

・利⽤者 視点 ⽴  公共交通 再⽣ 図 ためには、公共交通 利⽤者 真     把握      可能 
限り対応していくことが重要であり、地域公共交通としては、新病院への通院や統合⾼校への通学など、新たな拠点
への対応、⽣活基盤としての公共交通の強化を図るとともに、地域観光の周遊性確保などにも寄与することが求めら
れている。 

 
◆ 基盤をつくる施策④；瀬⼾内国際芸術祭2016の取組み 

・瀬⼾内国際芸術祭2016の取組みに対応するためには、地域公共交通としては、島内における周遊性向上による観
光利便性 強化し、国内だけでなく海外からの訪問を促す、持続可能な観光産業の形成に向けた交通基盤としての
役割を果たすことが求められている。 
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4．地域公共交通 役割 課題整理 

３）都市計画マスタープラン（⼟庄・内海都市計画区域） に基づく役割 
◆ 広域交通体系の拡充 

・⾼松や阪神⽅⾯へのアクセス機能を強化する海上交通の維持・拡充が必要。 
◆ 集約型都市構造の形成を⽀援する交通体系の整備 

 集約型都市構造 実現 向  集約拠点 形成  維持     拠点間 拠点       強化  道路  
     整備 掲       公共交通網    道路       有効 活⽤  体系化 必要 考      

◆ 持続可能な公共交通体系の形成 
   路線     向上 図  持続可能 公共交通体系 形成 努     求        
 低炭素社会 実現        緑豊  快適 歩⾏者空間  環境負荷 低 ⾃転⾞ 利⽤    交通環
境 整備    交通⾏動 転換 促進     必要  

 

４）⾹川県離島振興計画（H25~H34年度）（⼩⾖島地域振興計画） に基づく役割 
・瀬⼾内国際芸術祭 契機   観光客等   交流⼈⼝ 増加 道路等基盤施設 整備 医療 教育分野等 
   環境整備等   産業 活性化並  雇⽤機会 拡⼤等 ⾏  本地域    移住及 定住促進 ⽬指
     公共交通  航路 島内交通等   交通利便性等 維持 向上     努     求      。 

・路線        島⺠ 観光客等 利便性 向上 図    新病院 建設 県⽴⾼校 統合計画等
     交通体系 ⾒直  向  各種対策 講         利⽤促進策      地域 実情 応
  ⽀援 ⾏  島内    重要 移動⼿段   路線   維持確保 取 組    求        

・特に新  病院 建設 伴  交通弱者   ⾼齢者 移動⼿段 確保 不可⽋      研究調査 進
めるとともに、買い物⽀援、外出⽀援等の対策も検討することが必要である。 

 

５）⾹川せとうちアート観光圏整備計画 に基づく役割 
 ⼩⾖島滞在促進地区   既存 観光名所 景勝地    観光     近年  瀬⼾内国際芸術祭  契機
      資源  若 ⼥性層 中⼼ ⼈気 集               昔   町並  地場産業 活
⽤  地元 ⼀体    取 組     迷路      醤 郷    新  観光資源 ⽣       

    ⼩⾖島観光               観光          ⾏        今後   ⼀層発展 
ていくポテンシャルを秘めている。 

 公共交通  ⼩⾖島及   周辺    島々 周遊  航路 維持 拡充 図      島内      路線
バスによる周遊が可能となり、「まち歩きツアー」や「滞在型プログラム推進」など各種取組みを⽀援することが求められ
ている。 
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4．地域公共交通 役割 課題整理 

６）⼩⾖島の地域公共交通が担う役割 
  ⼟庄町         創⽣総合戦略 及  ⼩⾖島町創成総合戦略  ⽰   ⼩⾖島地域 ⽬指 将来像 
及び各種上位計画等 踏   地域公共交通 担 役割 整理    

 

◆⼩⾖島の地域公共交通が担う役割 

役割1  平成28年度以降 従来 ⼟庄地区 内海地区 加  新病院 統合⾼校 設⽴    
池⽥地区の3つの拠点を中⼼とした新たな集約型まちづくりがすすめられている。 

この⼤きな転換期において、⼩⾖島の地域公共交通もまちづくりの動脈として機能し、  
島内外及び主要拠点間におけるアクセス性の強化と、交通結節点における機能強化より、
⼈々の安全で安⼼ 移動 ⽀援  新        魅⼒向上 寄与     求   
ている。 

 
役割2  新病院・統合⾼校が池⽥地区に統合されることにより⼩⾖島に暮らす⼈々にとって、従来の

⾏動     ⼤  変更 想定     
⼩⾖島 地域公共交通      ⼈々 新  ⾏動     真     対応するこ

     通学⾏動   学⽣ 保護者 地域  負担 軽減       通院⾏動 
は、⾼齢者等の安全で安⼼な移動を確保し、さらには、買い物⽀援、外出⽀援等へのサポ
ートにも展開していくことが求められている。 

 
役割3  ⼩⾖島 年間100万⼈もの観光客が来島し、公共交通はその移動⼿段として重要な役

割 担     特 近年   瀬⼾内国際芸術祭  開催 期  航路 使  瀬⼾内 
島々を周遊する新たな観光スタイルが⽣まれ、⼩⾖島の地域公共交通についても 航路  
陸路 ⼀体     分     公共交通網 形成     求      。 

 
役割4  ⼩⾖島の安⼼できる⽣活基盤として地域公共交通の役割を果たすためには、⼈々の真の

ニーズを常に把握し、ニーズの変化や新たなニーズへの対応が常に求められる。 
⼩⾖島の地域公共交通を持続可能なものにするためには、⼈々のニーズを常に調査すると

    利⽤促進策 実施 他分野連携 進     必要     
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4．地域公共交通 役割 課題整理 

4.2 地域公共交通 課題整理 
 地域 現状及 公共交通 現状等 踏   地域公共交通 取 巻 環境 課題 整理 今後 ⽅向性    
以下 整理    
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５．基本的な⽅針 
 

・⼩⾖島地域が⽬指す将来像における公共交通の役割を果たし、かつ、現在の地域課題を解消するため、地域公共
交通に係る基本⽅針を以下のとおり定めるものとする。 

 

■基本⽅針                                                         

⼩⾖島地域の新たなまちづくりを推進することによって、⼩⾖島地域に暮らす、訪れる、全ての⼈々にとって、魅⼒ 
ある、にぎわいのある⼩⾖島を⽬指す。 

その中で、地域公共交通は、島内外を連絡する軸として、まちづくりの⾻格を形成し、全ての⼈々に安全で安⼼な
移動を提供する。 

そのためには、⼩⾖島地域の拠点間を強く結びつけ、拠点までのアクセス性の⾼い地域公共交通網を形成するととも
  ⼈々     応  運⾏ ⾏   交通弱者        移動   ⼩⾖島   過度 ⾃動⾞利⽤ 頼  
 ⼩⾖島   観光客 再 訪    思 ⼩⾖島       地域公共交通網 再編 ⾒直  実施する。 
 

 
 

[⼩⾖島地域 ⽬指 地域公共交通利⽤者     ] 
 

区分 地域 備考 
 地域拠点間 郊外エリア内  

利⽤者像 交通弱者 
（⾼齢者）
（学⽣等）

 
 
 
 
 
 

 ※各モードの 
スムースな 
乗り継ぎ 

 ⼀般住⺠  
 
 
 
 
 

  

 観 光 客  
 
 
 
 
 

 ※分かりやすい 
交通網の構築

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

航路 
＋ 

路線  
（幹線）

 

路線  
（⽀線）

+ 
コミバス 

福祉バス
 

 
 

タクシー 
 

タクシー 
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5．基本的な⽅針 

 [⼩⾖島地域が⽬指す地域公共交通網のイメージ] 

<航路及 路線  等 複数 交通      最適 路線網（幹線・⽀線）の形成> 

 航路 ⼩⾖島地域    主要拠点 連絡  路線  により地域公共交通網の幹線を形成する。 
 ⽀線      路線           ・福祉バスなど、多様な交通モードにより、地域住⺠ 通院 通学・
買物    ⽇常的 ⾏動 伴 移動 ⽀援    

 「各港湾」及び「⼟庄中央病院（⼟庄診療所）」、「⼩⾖島中央病院」、「内海病院（内海診療所）」は、
各交通モード間の乗り継ぎ拠点として整備する。 

 

<⼈々のニーズに応じた系統の運⾏> 

 地域の主要産業である観光を⽀援するため、各港湾と主要観光地とを連絡する分かりやすい運⾏ ⾏ 。 
 地域住⺠ 通勤 通学・通院・買 物 ⾏  ⽇常的 ⾏動 配慮  航路 路線    乗 継     
幹線・⽀線  接続 学校 始業 帰宅時刻 配慮  運⾏ 通院 買物    ⼈々 ⽣活      
配慮  運⾏ ⾏ 。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲⼩⾖島地域が⽬指す地域公共交通網のイメージ 
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６．計画の⽬標 
 

・各基本⽅針の内容に即した計画の⽬標を以下に⽰す。 
      ⽬標 達成度 評価     数値⽬標 ⽰ 。 

 

 [計画⽬標] 

⽬標 1：新たな拠点づくり・まちづくりに対応した、地域公共交通の再構築  

⽬標 2：⼈々の真の    応   利⽤    地域公共交通 実現  

⽬標 3：多様 観光資源 活   魅⼒的 地域公共交通 実現  

⽬標 4：安全で安⼼な暮らしを⽀える、持続可能な地域公共交通の実現 

 
 

[数値⽬標] 

 数値⽬標1；新  拠点（池⽥地区）    平均乗降⼈数 5,000⼈/⽉以上とする。 
（将来 H32年度 まで） 

⇒ ⽬標 1  達成状況 把握     新  拠点   池⽥地区    利⽤者数 数値⽬標   設定    
⇒ 池⽥地区      新病院 開院及 統合⾼校 開校        多  ⼈々 路線  利⽤ 期待    

特 通院 関    多       回答者 路線     通院 希望            達成 数値⽬標
として設定する。 

（新病院の 1 ⽇の外来患者数 550 ⼈／⽇×2 回（往復）×20 ⽇＝22,000 ⼈／⽉） 
（外来患者   利⽤率 現状 6.5％から 2 倍の 13％  引 上    乗降⼈数  22,000 ⼈／⽉×13％＝

2,860 ⼈／⽉） 
（現況 乗降⼈員 2,000 ⼈／⽉＋2,860 ⼈／⽉＝4,860 ⼈／⽉≒数値⽬標 5,000 ⼈／⽉） 

（参考；現況 平均乗⾞⼈員  1,500~2,000 ⼈/⽉程度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；住⺠                             出典；住⺠        

▲参考；島内における通院者（全⼿段）      ▲参考；島外における通院者（全⼿段） 
 
 

  

⼟庄町
51.3%

⼩⾖島町
47.6%

無回答
1.1%

回答数
353⼈

⼟庄町
50.7%

⼩⾖島町
48.3%

無回答
1.0%

回答数
1,091⼈
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6．計画の⽬標 

[数値⽬標] 
 

 数値⽬標2；通学定期の購⼊者数を統合⾼校⽣徒数の15％以上とする。（将来 H32年度 まで） 
⇒ ⽬標1 2の達成状況のうち、特に通学移動に係る達成状況を把握するため、通学定期の購⼊割合を数値⽬標と

して設定する。 
⇒ 通学アンケート回答者    路線  利⽤意向（バスのみ）91 ⼈÷アンケート回答者 566 ⼈＝16.1％より、 

数値⽬標として設定する。 
 

▼【再掲】 路線  利⽤意向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 数値⽬標3；   乗⾞券 販売枚数 対前年度以上    （瀬⼾芸開催時期 対前回） 
⇒ ⽬標 3  達成状況 把握     観光客 利⽤ 多  考       乗⾞券 販売枚数 数値⽬標    

設定する。 
⇒ 販売枚数  前年度値 上回    基本⽬標        瀬⼾内国際芸術祭開催期間      前回開

催期間との⽐較により、数値⽬標の達成状況を確認する。 
 
 

 数値⽬標4；路線   年間利⽤者数 約1.7倍にする。（現況 H24年度⇒将来 H32年度） 
⇒ ⽬標 1 4  達成状況 把握     年間利⽤者数 数値⽬標   設定    
⇒ 年間利⽤者数  前年度数値 上回    基本⽬標   運賃値下    増加      結果 参考   

努⼒⽬標 加味  試算結果（第 20 回協議会）をもとに 1.7 倍を数値⽬標として設定する。 
 
 
 

出典）⼩⾖地域の統合⾼校に関するアンケート調査
         （⾹川県教育委員会⾼校教育課調べ）

地区 路線  路線   併⽤ 計
のみ ⾃転⾞ 船 送迎 ⾃転⾞ ⾃転⾞

船 送迎
⼟庄本町周辺 5 8 2 10 25
⼟庄渕崎 2 6 1 12 21
⼟庄四海 1 8 1 10
⼟庄⼤鐸 1 2 3
⼟庄北浦 4 5 1 10
⼟庄⼤部 3 3
⼟庄豊島 3 6 9
⼩⾖島池⽥ 4 5 1 10
⼩⾖島中⼭ 2 2
⼩⾖島三都 1 2 4 3 10
⼩⾖島⻄村 5 1 4 1 11
⼩⾖島内海 37 5 15 9 66
⼩⾖島苗⽻ 19 4 5 28
⼩⾖島坂⼿ 8 1 2 11
⼩⾖島福⽥ 6 12 18

計 91 34 3 60 7 42 237
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７．⽬標達成のための施策・事業 
 

・各⽬標を達成させるための施策・事業を以下のとおり設定した。 
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7．⽬標達成のための施策・事業 

【⽬標1：新たな拠点づくり・まちづくりに対応した、地域公共交通の再構築】  

施策①：新        対応   路線  （幹線）の再編 
・実施の⽬的 
⇒島内外を接続する航路と、⼟庄・内海地区と合わせ、池⽥地区を新たな拠点とした幹線交通軸の形成。 

・事業の概要 
⇒既往路線である「坂⼿線・南廻 福⽥線   北廻 福⽥線 を対象とし、⼟庄地区（⼟庄診療所）、池⽥地

区（⼩⾖島中央病院）、内海地区（内海診療所）  接続 図    路線再編 ⾏ 。 
⇒幹線 路線再編      数値⽬標 達成状況等        PDCA  ⾏     利⽤者      

可能 限 対応      随時⾒直  ⾏        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲例：北廻 福⽥線 再編（案） 
 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考 
幹線における 
路線再編 

・坂⼿線
・南廻り福⽥線 
 北廻 福⽥線 

バス事業者 航路  接続 通院 通学時間  整合等    
の調整にも配慮。 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期      
 
 

 

運⾏計画 策定 運⾏実施（※必要に応じ 軽微 変更は実施）

満⾜度調査 満⾜度調査

運⾏継続（⾒直 ）
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標1：新たな拠点づくり・まちづくりに対応した、地域公共交通の再構築】  

施策②：新        対応  新  拠点（交通結節点） 構築 強化⾒直  
・実施の⽬的 
⇒新        対応  地域公共交通体系 構築      交通結節点 構築 強化⾒直  実施    

・事業の概要 
⇒主要 交通結節点 構築及 機能強化 ⽬的  交通結節点    駐⾞場 駐輪場 設置 ⾏   

パークアンドライドやサイクルアンドライド等を推進する。 
⇒交通結節点 構築 強化⾒直            結果等    利⽤者     把握     協議

会においてその必要性と優先順位とを検討し、関係機関との個別調整結果を踏まえながら、随時、推進して 
いくものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲交通結節点 
 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考

交通結節点の 
構築 強化⾒直 

・⼟庄診療所 
・⼩⾖島中央病院
・内海診療所 
・各港湾施設 

⼩⾖島地域 
公共交通協議会
バス事業者等 

まちづくりとの連携 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期 
 

  
 

 
 
 
 
 

 
満⾜度調査 満⾜度調査

福⽥港

⼤部港

⼟庄港

池⽥港 草壁港

坂⼿港

⼟庄地区

池⽥地区 内海地区

⼩⾖島中央病院

統合⾼校

施策・事業

計画策定 具体案の検討・関係機関調整 

施策・事業（※調整のついた施策・事業から随意時実施）
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標2：⼈々 真     応   利⽤    地域公共交通 実現】  

施策③：地域住⺠     応   路線  （⽀線） 再編 
・実施の⽬的 
⇒地域住⺠ 通院 通学 買物    ⽇常的 ⾏動 伴 移動 ⽀援  公共交通網 形成  

1）肥⼟⼭・中⼭地区 
・事業の概要 
⇒既往路線    ⼤鐸線  対象   路線名  中⼭線  改称       ⼟庄地区（⼟庄診療所）と、

商業施設（       ）及 池⽥地区（⼩⾖島中央病院）  接続 図    路線再編 ⾏   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲中⼭線の再編（案） 
 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考 
⽀線における
路線再編 ・中⼭線 バス事業者 統合⾼校までの終点延伸について検討（必要性・

可能性含め）。 
 

 基準年 前期 後期 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期      
 
 

 
 
 

  

運⾏計画 策定 運⾏実施（※必要に応じ 軽微 変更は実施）

満⾜度調査 満⾜度調査

運⾏継続（⾒直 ）
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標2：⼈々 真     応   利⽤    地域公共交通 実現】  

施策③：地域住⺠     応   路線  （⽀線） 再編 
2）四海地区 
・事業の概要 
⇒既往路線    四海線  対象   ⼟庄地区（⼟庄診療所）及び商業施設（オリーブタウン）を経由する

とともに、乗り継ぎによって池⽥地区（⼩⾖島中央病院）  接続 図    路線再編 ⾏   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲四海線の再編（案） 
 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考 
⽀線における
路線再編 ・四海線 バス事業者 ⼟庄診療所    乗 継 利便性    

配慮。 
 

 基準年 前期 後期 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期      
 
 

 
 
 
 

  

運⾏計画 策定 運⾏実施（※必要に応じ 軽微 変更 実施）

満⾜度調査 満⾜度調査

運⾏継続（⾒直 ）
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標2：⼈々 真     応   利⽤    地域公共交通 実現】  

施策③：地域住⺠     応   路線  （⽀線） 再編 
3）⼟庄その他地区 
・事業の概要 
⇒既往路線    ⻄浦線  対象   ⼟庄地区（⼟庄診療所）及び商業施設（オリーブタウン）を経由する

とともに、乗り継ぎによって池⽥地区（⼩⾖島中央病院）との接続を図る。また、周回性の確保及び⼟庄港と
主要施設等 結    路線再編 ⾏   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲⻄浦線の再編（案） 
 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考 
⽀線における
路線再編  ⻄浦線 バス事業者 ⼟庄診療所    乗 継 利便性    

配慮。 
 

 基準年 前期 後期 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期      
 
 

 
 
 

  

運⾏計画 策定 運⾏実施（※必要に応じ 軽微 変更は実施）

満⾜度調査 満⾜度調査

運⾏継続（⾒直 ）



55 
 

7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標2：⼈々 真     応   利⽤    地域公共交通 実現】  

施策③：地域住⺠     応   路線  （⽀線） 再編 
4）三都地区 
・事業の概要 
⇒  事業者 ⾞両台数       数  運⾏管理 ⾯   既往路線    三都線            

変更  地域内及 池⽥地区（⼩⾖島中央病院）  移動    利便性向上 図   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲三都線の再編（案） 
 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考 
⽀線における
路線再編 ・三都線 ⼩⾖島町 ⼩⾖島中央病院    乗 継 利便性    

配慮。 
 

 基準年 前期 後期 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期      
 
 

 
 
 

  

運⾏計画 策定 運⾏実施（※必要に応じ 軽微 変更は実施）

満⾜度調査 満⾜度調査

運⾏継続（⾒直 ）
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標2：⼈々 真     応   利⽤    地域公共交通 実現】  

施策④：複数の交通モードとの連携による⼀体的な地域公共交通網の形成 
・実施の⽬的 
⇒航路 路線   福祉  等     複数 交通     連携    ⼈々 快適 移動 乗 継  ⽀援

する、⼀体的な地域公共交通網の形成。 
1）豊島地区         航路等  連携 
・事業の概要 
⇒既往路線    豊島地区          航路 航路 島内路線    接続     利⽤者     

応じた、連携を検討・実施する。 
⇒豊島地区       連携           結果等    利⽤者     把握           

可能 限 対応      随時⾒直  ⾏        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲例：豊島地区コミュニティバス（H26.10 ⽉） 
 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 実施時期 備考 
豊島コミュニティ 
   航路等  

連携 
・豊島コミュニティ
   航路等 

⼩⾖島地域 
公共交通協議会

⼟庄町 
随時 

統合⾼校までの 
乗 継 利便性    配慮 
乗り継ぎ地点や乗り継ぎ運賃
等について配慮。 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期      
 
 

 

  

運⾏計画 策定 運⾏実施（※必要に応じ 軽微 変更は実施）

満⾜度調査 満⾜度調査

運⾏継続（⾒直 ）
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標2：⼈々 真     応   利⽤    地域公共交通 実現】  

施策④：複数の交通モードとの連携による⼀体的な地域公共交通網の形成 
2）福祉   路線    連携 
・事業の概要 
⇒⼟庄町 運⾏  福祉  等 島内路線    接続     利⽤者     応   連携 検討 実施

する。 
⇒福祉    連携      関係機関  調整 図    随時⾒直  ⾏        

 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 実施時期 備考 

福祉   路線 
バス等との連携 

 福祉   路線
バス等 

⼩⾖島地域
公共交通協議会

⼟庄町 
バス事業者等 

随時 乗り継ぎ地点や乗り継ぎ運賃
等について配慮。 

福祉有償運送の
導⼊ ・⼩⾖島町内 ⼩⾖島町社会福

祉協議会 随時 
バス、タクシー事業によるサービ
スを補完するため社協が⾃家
⽤⾞   有償運送 実施  

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期 
 

  
 

 
 
 
 
 

 
 
施策⑤：学校におけるニーズ調査等の実施 

・実施の⽬的 
⇒     通学利⽤者 増     路線   PR  ⾏      利⽤者   調査等 ⾏   

・事業の概要 
⇒通学 路線   利⽤  可能性 ⾼ 中学⽣等 対象  路線   乗 ⽅ 料⾦体系 各種    

等 紹介 ⾏  路線   対        ⾏          調査 実施  現況 課題 次年度以
降 利⽤⾒込  把握  通学⾏動 対応  運⾏計画 ⾒直  ⾏   

・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 
施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考

学校におけるニーズ
調査等 ・⼩⾖島地域 

⼩⾖島地域
公共交通協議会

バス事業者 
⼟庄町 

⼩⾖島町 

調査対象及び⼿法等については随時検討。 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期   
   

 
 
 
 

 

  

満⾜度調査 満⾜度調査

施策・事業

計画策定 具体案の検討・関係機関調整 

施策・事業（※調整のついた施策・事業から随意時実施）

施策実施

情報収集・計画案計画策定 情報収集・計画案

施策実施

情報収集・計画案

施策実施

情報収集・計画案

施策実施

情報収集・計画案
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標3：多様 観光資源 活   魅⼒的 地域公共交通 実現   

施策⑥：⼩⾖島 観光 ⽀援      路線  （幹線 ⽀線） 再編 
・実施の⽬的 
⇒島内の主要港湾と主要観光施設とを分かりやすく接続する観光交通軸の形成。 

1）幹線    路線再編 
・事業の概要 
⇒既往路線（幹線）    ⽥ 浦映画村線  対象   通院 通学 ⾜ 確保               

（⼟庄）」、「道の駅⼩⾖島    公園（⻄村）   寒霞渓   ⼆⼗四 瞳映画村（⽥ 浦） 等  接
続 図    路線再編 ⾏   

⇒観光 ⽀援     幹線 路線再編      数値⽬標 達成状況等        PDCA  ⾏   
  観光客     可能 限 対応      随時⾒直  ⾏        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲例：⽥ 浦映画村線 再編（案） 
 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考 
幹線における
路線再編 ・⽥ノ浦映画村線 バス事業者 航路  接続 神懸線  連携等     調整 

も配慮。 
 

 基準年 前期 後期 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期      
 
 

 

  

運⾏計画 策定 運⾏実施（※必要に応  軽微 変更は実施）

満⾜度調査 満⾜度調査

運⾏継続（⾒直 ）
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標3：多様 観光資源 活   魅⼒的 地域公共交通 実現   

施策⑥：⼩⾖島 観光 ⽀援      路線  （幹線 ⽀線） 再編 
2）⽀線    路線再編 
・事業の概要 
⇒前回 瀬⼾内国際芸術祭 2013    島内       作品 周遊  路線 新設        「三都

線   ⽥ 浦線    既往路線（⽀線） 増便   会期限定   路線 設置  来訪者 移動   
⽀援してきた。 
今回 瀬⼾内国際芸術祭 2016 でも、同様の移動⽀援を検討・実施し、観光の活性化を図る。 

⇒観光 ⽀援     ⽀線 路線再編      数値⽬標 達成状況等        PDCA  ⾏   
  観光客     可能 限 対応      随時⾒直  ⾏        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲参考：瀬⼾内国際芸術祭 2016 時    増便等 状況（案） 
 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考 
⽀線における
路線再編 

・会期限定  路線
（⼩⾖島全域） バス事業者 航路  接続 神懸線  連携等     調整 

も配慮。 
 

 基準年 前期 後期 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期   
 

   
 
 

 
 
 

  

運⾏計画 策定

評価・検証 評価・検証

瀬⼾芸 2016 瀬⼾芸 2019?運⾏計画策定？

P
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標3：多様 観光資源 活   魅⼒的 地域公共交通 実現   

施策⑦：観光関係機関  連携   利⽤促進施策 実施 
・実施の⽬的 
⇒⾹川県及 各⾃治体   他関係機関 積極的 ⾏    観光施策     ⼩⾖島地域 係 案件 

    積極的 連携        公共交通 利⽤促進 ⽬指   
・事業の概要 
⇒両町 事務局担当者 ⾹川県及 町内等    観光関連機関  情報収集 ⾏  年 1 回開催され

 協議会    情報共有  利⽤促進施策案 提案  協議会    具体的 検討 実施 ⾏   
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考

観光関連機関との
連携 ・⼩⾖島地域 

⼩⾖島地域
公共交通協議会

⼟庄町 
⼩⾖島町 

調査対象及び⼿法等については随時検討。 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期   
   

 
 
 
 

 
 

  【⽬標4：安全で安⼼な暮らしを⽀える、持続可能な地域公共交通の実現】  

施策⑧：全  ⼈々 移動 ⽀援     運賃体系 ⾒直  
・実施の⽬的 
⇒運賃体系 ⾒直     島内    移動   活性化      ⽬指   

1）路線   運賃 ⾒直  
・事業の概要 
⇒既往路線   運賃 ⾒直  ⾏   

・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 
施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考
路線    

運賃 ⾒直  
・⼩⾖島全域に 
   路線   

⼩⾖島地域
公共交通協議会

バス事業者 

乗り継ぎ時におけるサービス⽔準のあり⽅に
配慮。 
他の交通機関等との連携。 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期      
 
 

 

  

施策・事業

情報収集・施策案計画策定 情報収集・施策案

施策・事業

情報収集・施策案

施策・事業

情報収集・施策案

施策・事業

情報収集・施策案

試⾏実施（※必要に応じ 軽微 変更は実施）

満⾜度調査 満⾜度調査

試⾏継続（⾒直 ）
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標4：安全で安⼼な暮らしを⽀える、持続可能な地域公共交通の実現】  

施策⑧：全ての⼈々の移動を⽀援するための運賃体系 ⾒直  
2）路線   運賃割引 検討 ⾒直  
・事業の概要 
⇒既往路線   係 運賃割引（定期券 回数券 観光フリー切符等） 検討 ⾒直  ⾏   

・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 
施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考

路線   運賃割
引 検討 ⾒直 

・⼩⾖島全域に 
   路線   

⼩⾖島地域
公共交通協議会

バス事業者 
IC カードへの対応⽅法検討。 
他の交通機関等との連携。 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期 
 

  
 

 
 
 
 
 

 
 
施策⑧：全  ⼈々 移動 ⽀援     運賃体系 ⾒直  

3）IC カード利⽤促進策の検討 
・事業の概要 
⇒IC     利⽤促進 図    各種施策    検討 実施 ⾏ 。 

・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 
施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考

IC    利⽤促進
策の検討 

・⼩⾖島全域に 
   路線   

⼩⾖島地域 
公共交通協議会

バス事業者 

他の交通機関等との連携。
⾼齢ドライバーの運転免許証の⾃主返納者に
対して IC    （記名式） 交付  利⽤促
進を図る。 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期 
 

  
 

 
 
 
 
 

 

  

満⾜度調査 満⾜度調査

施策・事業

計画策定 具体案の検討・関係機関調整 

施策・事業（※調整のついた施策・事業から随意時実施）

満⾜度調査 満⾜度調査

施策・事業

計画策定 具体案の検討・関係機関調整 

施策・事業（※調整のついた施策・事業から随意時実施）
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標4：安全で安⼼な暮らしを⽀える、持続可能な地域公共交通の実現】  

施策⑧：全  ⼈々 移動 ⽀援     運賃体系 ⾒直  
 ４）⾞両設備及 備品 更新 

・事業の概要 
⇒利⽤者 利便性向上及 継続的 運⾏ 維持     ⾞両設備及 備品 更新 適宜実施    

・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 
施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 実施時期 備考

運賃表⽰、⾳声案内、
IC    等 変更 ・⼩⾖島全域に 

   路線   
⼩⾖島地域 

公共交通協議会
バス事業者 

H28 32 
年度  ⾞両運賃箱 

計画的更新 
 

 基準年 前期 後期 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期      
 
 

 
 
施策⑨：⼩⾖島の地域公共交通 利便性向上に向けた周知・広報の実施 

・実施の⽬的 
⇒⼩⾖島における地域公共交通を周知し、全ての⼈々が安全で安⼼な移動ができるように⽀援する。 

1）マップ・時刻表の作成 
・事業の概要 
⇒⼩⾖島    地域公共交通 利⽤  ⽅ 移動 ⽀援         時刻表 作成 ⾏   
⇒情報提供の⽅法については、従来の⼿法と合わせ、ICT の活⽤など、より積極的な情報発信につとめ、観光・

医療等  連携 図        
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考
マップ・時刻表の

作成 ・⼩⾖島全域 
⼩⾖島地域

公共交通協議会
バス事業者 

地域住⺠ 観光客   利⽤者⽬線    
分かりやすさに配慮。 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期 
 

  
 

 
 
 
 
 

 
 
 

  

更新計画 策定 更新実施（※必要に応  軽微 変更は実施）

満⾜度調査 満⾜度調査

更新継続（⾒直 ）

満⾜度調査 満⾜度調査

施策・事業

計画策定 具体案の検討・関係機関調整 

施策・事業（※調整のついた施策・事業から随意時実施）
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標4：安全で安⼼な暮らしを⽀える、持続可能な地域公共交通の実現】  

施策⑨：⼩⾖島 地域公共交通 利便性向上 向  周知 広報 実施 
2）主要拠点における情報提供の実施 
・事業の概要 
⇒⼩⾖島に係る主要拠点（港湾（⼩⾖島以外を含む）、主要結節点 等）において、⼩⾖島の地域公共交

通 利⽤  ⽅ 移動 ⽀援     情報提供を実施する。 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考
主要拠点における
情報提供の実施

・⼩⾖島に係る 
主要拠点 

⼩⾖島地域
公共交通協議会

バス事業者 
地域住⺠ 観光客   利⽤者⽬線    
分かりやすさに配慮。 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期 
 

  
 

 
 
 
 
 

 
 
施策⑩：⾼齢者等 移動 ⽀援     ⾞両   停等 ⾒直  

・実施の⽬的 
⇒⾼齢者の通院や買い物等、特に地域公共交通による⽀援が必要な移動に対し、安全で安⼼なサービスを 

提供する。 
1）低床式⾞両 導⼊ 
・事業の概要 
⇒⾼齢者 乗降時 負担 軽減     低床式⾞両 随時導⼊    

・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 
施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考
低床式⾞両

の導⼊ 
・⼩⾖島全域に 
   路線   バス事業者 ⾞両 配置計画 基   

段階的な導⼊検討。 
 

 基準年 前期 後期 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期 
 

  
 

 
 
 
 
 

 
 
 

  

満⾜度調査 満⾜度調査

施策・事業

計画策定 具体案の検討・関係機関調整 

施策・事業（※調整のついた施策・事業から随意時実施）

満⾜度調査 満⾜度調査

施策・事業

計画策定 具体案の検討・関係機関調整 

施策・事業（※調整のついた施策・事業から随意時実施）
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標4：安全で安⼼な暮らしを⽀える、持続可能な地域公共交通の実現】  

施策⑩：⾼齢者等 移動 ⽀援     ⾞両   停等 ⾒直  
2）バス停におけるベンチ等の設置検討・導⼊ 
・事業の概要 
⇒⾼齢者のバス待合い時の負担を軽減するため、各バス停におけるベンチや上屋などの設置を随時検討・導⼊す

る。 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考
バス停におけるベンチ
等の設置検討・導⼊

・⼩⾖島全域に 
   路線   

⼩⾖島地域
公共交通協議会
バス事業者 等

今後 維持管理（⽅法 費⽤）     
配慮。 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期 
 

  
 

 
 
 
 
 

 
 

施策⑩：⾼齢者等 移動 ⽀援     ⾞両   停等 ⾒直  
3）新    停等 設置 ⾒直  
・事業の概要 
⇒⾼齢者 含 利⽤者     対応  新    停（   乗降 含 ） 設置 ⾒直   随時検討 実

施する。 
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 備考
新たなバス停等の

設置 ⾒直  
・⼩⾖島全域に 
   路線   

⼩⾖島地域
公共交通協議会
バス事業者 等

今後 維持管理（⽅法 費⽤）     
配慮。 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期 
 

  
 

 
 
 
 
 

 
 
 

  

満⾜度調査 満⾜度調査

施策・事業

計画策定 具体案の検討・関係機関調整 

施策・事業（※調整のついた施策・事業から随意時実施）

満⾜度調査 満⾜度調査

施策・事業

計画策定 具体案の検討・関係機関調整 

施策・事業（※調整のついた施策・事業から随意時実施）
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7．⽬標達成のための施策・事業 

  【⽬標4：安全で安⼼な暮らしを⽀える、持続可能な地域公共交通の実現】  

施策⑪：実施施策 対  満⾜度 把握 
・実施の⽬的 
⇒本計画 基  実施  施策 対   利⽤者等    踏   改善 継続的 実施     実施施策 

対  満⾜度調査 ⾏   
・事業の概要 
⇒地域住⺠等 対象 満⾜度調査 実施  実施施策 対  評価 必要 応  ⾒直  検討 実施  

⾏   
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 実施時期 備考 
実施施策に対する

満⾜度調査 ・⼩⾖島地域 ⼩⾖島地域
公共交通協議会

前期
後期 

調査対象及び⼿法等について
は随時検討。 

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期    
 

  
 
 

 
 

施策⑫：持続可能な地域公共交通の実現に向けたオープンな協議会等の開催 
・実施の⽬的 
⇒⼩⾖島 地域公共交通 持続可能          ⾏政 事業者      実際 利⽤者   住⺠側

   公共交通 育    取 組 参加 不可⽋     
⇒    住⺠等 積極的 参画 促    協議会           参加  別途 作業部会 勉強会 

設⽴   協議会 通       参画 場 柔軟 設         
・事業の概要 
⇒住⺠等 積極的 参画 促         協議会 今後 継続的 開催       必要 応  作業

部会 勉強会   設⽴  持続可能 地域公共交通      検討 施策導⼊ ⾏   
⇒   住⺠参画      他部⾨（観光 商店街等） 他⽅⾯（防災 医療） 新  取組 （航路 

タクシーとの連携、乗り合いバスの新規導⼊等）など、         応  適切 ⽅ 参画 促   
・主な事業エリア及び実施主体・実施時期 

施策・事業名 主な事業エリア 実施主体 実施時期 備考 
オープンな

協議会等の開催 ・⼩⾖島地域 ⼩⾖島地域
公共交通協議会

H28 32
年度 

住⺠参画      他⽅⾯等と
 交流 連携 積極的 実施  

 
 基準年 前期 後期 

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

実施時期 
 

 

   
 
 
 
 
 

 
 

  

満⾜度調査 満⾜度調査

施策・事業計画策定 施策・事業

作業部会・勉強会等

計画策定 協議会の定期開催（オブザーバーの参加） 

（※必要に応じ設置）
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８．計画の達成状況の評価 
 

・各⽬標の達成状況を確認するため、PDCAサイクル（Plan（事業の計画策定）・Do（実施）・Check（評価）・
Act（改善点の抽出）） 基  評価 毎年実施  協議会・両町議会における確認と、必要に応じ計画の評価・
⾒直  ⾏    良 取組       改善する。 

    ⾏政 交通事業者      市⺠ ⼩⾖島地域 商業 病院施設 学校等 関係者   多様 主体  
関与    計画 推進     市⺠    適宜収集     事業 達成状況 検証    

・さらに、本計画全体に関しても、計画の前期（中間年次）、後期（最終年次） ⽬標指標 対  評価 ⾏  
適宜計画全体 ⾒直  ⾏う。 

 
 
 計画年次全体    PDCA サイクル】 

基準年 ⼩⾖島地域公共交通網形成計画 2015 
項⽬ 前期 後期

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度

P（計画の策定） 
  

 
 

D（施策･事業の実施）
  

 
 
 

C（計画の評価） 
  

 
 

A（計画 ⾒直 ） 
  

 
 

※「次期計画の策定」は必要に応じ検討。 
 
 
 
 単年次    PDCA サイクル】 

項⽬ 単年度
4 ⽉ 5 ⽉ 6 ⽉ 7 ⽉ 8 ⽉ 9 ⽉ 10 ⽉ 11 ⽉ 12 ⽉ 1 ⽉ 2 ⽉ 3 ⽉ 

P（計画の策定）   
 

D（施策･事業の実施）
  

 
 

C（計画の評価） 
  

 
 
 

A（計画 ⾒直 ）  
 

 
 

※ 事業内容 ⾒直       必要 応 検討  
 
 
 
 

2015 計画策定

後期計画 ⾒直 

施策・事業の実施（前期） 施策・事業の実施（後期）

前期実施施策・事業の評価 

次期計画の策定※

後期実施施策･事業の評価 

（満⾜度調査） （満⾜度調査） 

事業の実施 

事業効果の把握 

⾒直 案 検討※ 

協議会による評価 両町議会による評価 協議会の
最終確認※

次年度計画 策定※

⾒直 案 準備※ 


